
緒　

言

　

真
宗
大
谷
派
宗
憲
第
八
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
派
の
教
義
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
、
佛
説
無
量
寿
経
に
基
づ
い
て
、
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
を
撰
述
し
て
開

顕
し
た
本
願
の
名
号
を
体
と
す
る
往
還
二
種
廻
向
を
要
旨
と
す
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
二
三
年
宗
会
に
お
い
て
全
面
改
正
さ
れ
た
儀
式
条
例
に
は
「
儀
式
の
本
旨
」
が
次
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。

本
派
の
儀
式
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
往
還
二
回
向
成
就
の
相
を
も
っ
て
の
教
化
を
本
旨
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
儀

式
に
関
わ
る
者
は
す
べ
て
、
威
儀
を
整
え
、
如
来
の
教
化
に
あ
ず
か
る
者
と
し
て
、
仏
恩
報
謝
と
聞
法
の
姿
勢
を

旨
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、
真
宗
大
谷
派
の
儀
式
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
往
還
二
廻
向
の
成
就
、
す
な
わ
ち
我
々
に
と
っ
て
は
信
心
の
成

就
と
い
う
「
果
」
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
を
教
化
す
る
如
来
の
用
き
、
如
来
の
説
法
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
二
年
、
同
朋
会
運
動
が
我
が
宗
派
に
お
い
て
始
ま
り
、
そ
の
進
展
の
中
で
一
九
八
一
年
、
真
宗
大
谷
派
宗
憲
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が
改
正
さ
れ
た
。
儀
式
条
例
は
、
そ
の
後
、
必
要
最
小
限
の
変
更
が
為
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
儀
式
指
導
研

究
所
で
は
長
年
に
わ
た
り
、
宗
憲
、
そ
し
て
現
行
の
儀
式
に
即
し
た
形
で
の
条
例
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
作
業
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
漸
く
二
〇
二
三
年
の
宗
会
に
お
い
て
儀
式
条
例
が
全
面
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
は
じ
め
て
儀
式
条
例
施
行
条
規
も
施
行
さ
れ
た
。

　

本
書
、
す
な
わ
ち
『
儀
式
軌
範
』
は
、
そ
れ
ら
の
法
規
に
則
っ
た
形
で
編
集
が
な
さ
れ
た
。
第
一
部
は
儀
式
作
法
編
、

第
二
部
に
は
、
年
中
諸
法
要
行
事
を
収
録
し
た
。
ま
た
、
関
係
条
例
、
告
示
等
も
網
羅
し
て
い
る
。
真
宗
大
谷
派
の
儀

式
の
総
合
書
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
書
の
発
行
が
、
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
法
要
・
儀
式
の
適
正
な
執
行
、
さ
ら
に
は
同
朋
社
会
の
顕
現
に
資
す
る
も

の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
二
〇
二
四
年
十
月
三
十
一
日

　

儀
式
指
導
研
究
所
長　

那
須
信
純
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第
一
章　

儀 

式 

総 

説

第
一
節　

浄
土
真
宗
の
儀
式

本
派
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
立
教
開
宗
の
精
神
に
則
り
、
教
法
を
宣
布
し
、
儀
式
を
執

行
し
、
そ
の
他
教
化
に
必
要
な
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
同
朋
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。�

（
真
宗
大
谷
派
宗
憲
第
二
条
：
目
的
）

本
派
の
儀
式
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
往
還
二
回
向
成
就
の
相
を
も
っ
て
の
教
化
を
本
旨
と

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
儀
式
に
関
わ
る
者
は
す
べ
て
、
威
儀
を
整
え
、
如
来
の
教
化
に

あ
ず
か
る
者
と
し
て
、
仏
恩
報
謝
と
聞
法
の
姿
勢
を
旨
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。	�

�

（
儀
式
条
例
第
二
条
：
儀
式
の
本
旨
）

　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
、
如
来
す
な
わ
ち
真
如
が
、
こ
と
ば
に
な
っ
て
、
我
々
の
前
に
現

れ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
え
、
手
を
合
わ
せ
る
、
こ
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れ
が
最
も
簡
単
な
形
の
儀
式
で
あ
る
。
仏
と
の
で
あ
い
、
す
な
わ
ち
、
仏
の
名
前
を
呼
ん
で

頭
が
下
が
っ
て
い
る
姿
、
す
な
わ
ち
信
心
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
、
成
就
し
た
信
心
と
い
う
果
を
表
現
し
て
い
る
。
念
仏
を

因
と
し
て
、
す
な
わ
ち
念
仏
し
た
か
ら
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
儀
式
で
は
こ
れ
を
具
体
的

に
、
浄
土
の
姿
と
そ
れ
に
手
を
合
わ
す
我
々
衆
生
と
い
う
形
で
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ

が
阿
弥
陀
如
来
の
往
還
二
回
向
成
就
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
に
法
蔵

菩
薩
の
成
仏
（
浄
土
の
成
立
・
衆
生
救
済
の
成
立
）
と
如
来
の
説
法
（
衆
生
の
聞
法
）
が
、
表
現

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

儀
式
と
い
う
表
現
方
法
は
、
浄
土
真
宗
と
は
必
然
的
な
関
係
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
我
々
の
煩
悩
に
合
わ
せ
て
、
我
々
凡
夫
の
持
つ
表
現
方
法
で
あ
る
儀
式
と
し
て
、
仏

が
現
れ
て
く
だ
さ
っ
た
、
そ
う
い
た
だ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
真
如
す
な
わ
ち
如
来
は
、

我
々
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
も
な
っ
て
く
だ
さ
る
と
宗
祖
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

然
れ
ば
、
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報
・
応
・
化
、
種
種
の
身
を
示
し
現
し
た

ま
う
な
り
。�

（『
教
行
信
証
』「
証
巻
」
聖
典
第
二
版
三
二
〇
頁
）

　

形
か
ら
な
ら
う
、
果
か
ら
因
へ
導
く
仏
に
よ
る
教
育
方
法
で
あ
り
、
同
時
に
仏
の
慈
悲
、

す
な
わ
ち
真
実
そ
の
も
の
の
は
た
ら
き
か
ら
起
こ
さ
れ
た
表
現
と
し
て
、
儀
式
は
い
た
だ
か
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れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
威
儀
」
と
は
四
威
儀
す
な
わ
ち
行
住
坐
臥
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
が
儀
式
に
臨

む
に
あ
た
っ
て
、
威
儀
を
整
え
る
の
は
、
仏
徳
讃
嘆
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
儀
式
は
、

そ
こ
に
積
極
的
に
参
加
す
る
者
に
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
さ
ら
に
外
か
ら
見
る
者
に
も
信

心
の
世
界
、
仏
の
存
在
を
示
す
も
の
と
な
り
、
教
化
の
は
た
ら
き
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
儀

式
の
執
行
は
、
教
法
宣
布
の
一
つ
の
具
体
的
な
形
な
の
で
あ
る
。

第
二
節　

真
宗
本
廟
に
お
け
る
儀
式

　

真
宗
本
廟
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

真
宗
本
廟
は
、
宗
祖
聖
人
の
真
影
を
安
置
す
る
御
影
堂
及
び
阿
弥
陀
堂
を
中
心
と
す
る

聖
域
で
あ
り
、
真
宗
大
谷
派
（
以
下
「
本
派
」
と
い
う
。）
の
唯
一
の
本
山
で
あ
っ
て
、

本
願
寺
と
も
称
し
、
本
派
の
崇
敬
の
中
心
、
教
法
宣
布
の
根
本
道
場
で
あ
る
。	

�

�

（
真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
第
二
条
：
真
宗
本
廟
）

　

崇
敬
は
具
体
的
に
は
儀
式
で
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
教
法
宣
布
も
ま
た
、
宗
祖
の
正
信
偈
を

諷
誦
し
、
聞
き
、
と
も
に
念
仏
す
る
と
い
う
儀
式
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
儀
式
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

本
派
が
挙
げ
て
執
行
す
る
儀
式
及
び
行
事
は
、
真
宗
本
廟
に
お
い
て
行
う
こ
と
を
本
旨

と
す
る
。�

（
真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
第
十
五
条
：
本
派
の
儀
式
・
行
事
）

　

真
宗
本
廟
に
お
け
る
崇
敬
す
な
わ
ち
儀
式
の
執
行
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。門

首
は
、
内
局
の
進
達
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
行
う
。

　
一
　
本
尊
、
名
号
、
影
像
及
び
法
名
を
授
与
す
る
こ
と
。

　
二
　
儀
式
を
主
宰
す
る
こ
と
。

　
三
　
得
度
式
及
び
帰
敬
式
を
行
う
こ
と
。

　
─
─
以
下
略
─
─�

（
真
宗
大
谷
派
宗
憲
第
十
七
条
：
門
首
の
宗
務
に
関
す
る
行
為
）

真
宗
本
廟
の
宗
祖
聖
人
の
真
影
の
給
仕
及
び
仏
祖
の
崇
敬
は
、
僧
侶
及
び
門
徒
の
信
託

に
よ
り
門
首
が
こ
れ
を
行
う
。�

（
真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
第
十
条
：
門
首
）

真
宗
本
廟
に
お
い
て
行
う
儀
式
は
、
門
首
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

主
宰
と
は
、
内
局
の
進
達
に
基
づ
き
、
儀
式
の
執
行
を
掌
る
も
の
と
す
る
。	

�

�

（
真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
第
十
六
条
：
儀
式
の
主
宰
）

　

こ
こ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
僧
侶
及
び
門
徒
の
首
位
」（
真
宗
大
谷
派
宗
憲
第
十
五
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条
）
た
る
門
首
が
主
宰
し
て
儀
式
が
執
行
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
門
首
が
調
声
を
務
め
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
門
は
門
首
を
補
佐
し
、
ま
た
別
に
門
首
の
補
佐
役
と
し
て
鍵
役
が
置

か
れ
、
さ
ら
に
、
真
宗
本
廟
の
儀
式
を
支
え
る
た
め
に
式
務
員
す
な
わ
ち
、
定
衆
、
堂
衆
、

参
衆
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

真
宗
本
廟
及
び
大
谷
祖
廟
に
お
け
る
崇
敬
、
給
仕
及
び
儀
式
そ
の
他
の
式
務
に
専
従
す

る
た
め
、
式
務
員
を
置
く
。�

（
真
宗
本
廟
崇
敬
条
例
第
十
二
条
：
式
務
員
）

第
三
節　

別
院
、
普
通
寺
院
・
教
会
に
お
け
る
儀
式

　

別
院
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

別
院
は
、
そ
の
地
域
の
教
化
の
中
心
道
場
と
し
て
堂
宇
を
備
え
、
本
尊
を
安
置
し
、
教

義
を
宣
布
し
、
儀
式
を
執
行
し
、
僧
侶
及
び
門
徒
を
教
化
育
成
し
、
教
区
又
は
開
教
区

の
機
関
及
び
施
設
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
地
方
の
特
性
に
応
じ
て
教
化
に
必
要

な
業
務
を
行
い
、
も
っ
て
同
朋
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。	

�

�

（
別
院
条
例
第
二
条
：
別
院
の
目
的
）

　

別
院
の
住
職
は
門
首
で
あ
る
が
、
平
常
は
輪
番
が
住
職
の
職
務
を
代
掌
す
る
形
で
儀
式
が
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執
行
さ
れ
て
い
る
。

住
職
は
、
別
院
の
佛
祖
の
崇
敬
に
任
じ
、
儀
式
を
主
宰
す
る
。
た
だ
し
、
住
職
は
、
輪

番
に
そ
の
職
務
を
代
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。�

（
別
院
条
例
第
十
九
条
：
任
務
）

　

寺
院
、
教
会
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

寺
院
及
び
教
会
は
、
当
該
寺
院
又
は
教
会
に
所
属
す
る
僧
侶
及
び
門
徒
の
聞
法
の
道
場

と
し
て
、
堂
宇
を
備
え
、
本
尊
を
安
置
し
、
教
法
を
宣
布
し
、
儀
式
を
執
行
し
、
教
化

に
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。�

（
寺
院
教
会
条
例
第
二
条
：
目
的
）

　

ま
た
、
そ
の
儀
式
の
執
行
の
資
格
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

教
師
は
、
僧
侶
で
あ
っ
て
、
教
法
を
ひ
ろ
め
、
儀
式
を
執
行
す
る
資
格
を
有
す
る
者
を

い
う
。�

（
教
師
条
例
第
二
条
：
教
師
）

　

儀
式
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
基
本
的
に
教
師
で
あ
る
。
僧
侶
（
教
師
も
含
ま
れ

る
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

僧
侶
は
、
専
ら
仏
祖
に
奉
仕
し
、
宗
義
を
研
修
し
、
教
法
を
宣
布
す
る
を
本
分
と
す
る
。	

�

（
僧
侶
条
例
第
一
条
：
僧
侶
の
本
分
）

僧
侶
は
、
住
職
又
は
教
会
主
管
者
に
従
い
、
そ
の
属
す
る
普
通
寺
院
（
以
下
「
寺
院
」

と
い
う
。）
又
は
教
会
の
興
隆
発
展
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。	�
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�

（
僧
侶
条
例
第
三
条
：
僧
侶
の
責
務
）

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
の
儀
式
条
例
の
改
正
に
伴
い
制
定
さ
れ
た
儀
式
条
例
施
行
条
規
に

は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

別
院
で
行
う
儀
式
は
輪
番
が
、
寺
院
で
行
う
儀
式
は
住
職
が
そ
の
期
日
及
び
内
容
等
を

定
め
、
こ
れ
を
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
院
に
お
い
て
は
輪
番
の
、
寺
院

に
お
い
て
は
住
職
の
指
示
を
受
け
た
本
派
僧
侶
が
こ
れ
を
補
佐
し
、
又
は
代
理
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
。�

（
儀
式
条
例
施
行
条
規
第
四
条
：
別
院
及
び
寺
院
の
儀
式
）

　

僧
侶
は
、
輪
番
や
住
職
・
教
会
主
管
者
の
指
示
が
な
い
限
り
、
儀
式
の
補
佐
も
、
儀
式
を

代
理
で
行
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

第
四
節　

内
仏
に
お
け
る
儀
式

　

内
仏
に
お
け
る
儀
式
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

内
仏
に
お
け
る
儀
式
は
、
輪
番
又
は
住
職
若
し
く
は
そ
の
指
示
を
受
け
た
本
派
僧
侶
が

こ
れ
を
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
平
日
法
要
に
つ
い
て
は
、
所
属
別
院
の
輪

番
又
は
所
属
寺
院
の
住
職
の
指
導
を
受
け
て
、
門
徒
が
こ
れ
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。	
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�

（
儀
式
条
例
施
行
条
規
第
五
条
：
内
仏
の
儀
式
）

第
五
節　

導
師
と
調
声
人　
─
─
儀
式
の
主
宰
と
執
行
─
─

　

導
師
は
登
高
座
し
て
報
恩
講
式
・
嘆
徳
文
を
拝
読
す
る
式
導
師
と
、
登
高
座
し
て
表
白
を

拝
読
し
、
御
経
の
調
声
を
す
る
経
導
師
と
が
あ
る
。
ま
た
、
葬
儀
の
調
声
を
す
る
者
も
導
師

と
呼
ば
れ
る
が
、
他
宗
派
に
見
ら
れ
る
引
導
師
と
は
異
な
る
。
式
導
師
、
経
導
師
の
作
法
に

つ
い
て
は
『
登
高
座
作
法
稽
古
本
』（
東
本
願
寺
出
版
発
行
）
を
参
照
の
こ
と
。

　

調
声
人
は
、
法
要
や
勤
行
で
調
声
す
る
者
。
法
要
式
で
は
原
則
と
し
て
首
座
が
そ
の
役
に

当
た
り
、
そ
の
法
要
の
執
行
者
と
な
る
。

第
六
節　

大
谷
派
の
儀
式
・
声
明
の
歴
史

宗
　
祖	

宗
祖
親
鸞
聖
人
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
堂
僧
と
し
て
声
明
・
儀
式
を
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
天
台
系
の
念
仏
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
山

を
下
り
て
法
然
上
人
の
も
と
で
は
、
天
台
声
明
の
系
譜
を
引
く
新
し
く
作
ら
れ
た
浄
土
教
系
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